












に約 万あった事業所数が、 年には約 万と も減少しており、小規模
の店舗が明らかに大幅な減少を示し、対照的に大型店の増加が顕著である。











































































































































析を行うため、各変数の添え字は、 が各都道府県、 が年度である。 は、
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が年度となる。対象年度は、 年、 年、 年、 年、 年、
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意であり、 をみると、それぞれ、 、 、 であった。表
と同様に、プール・モデルでは明らかに規模の経済性が観察されるものの、
固定効果モデルおよび変量効果モデルにおいては、 を若干程度、越えている
に止まった。 桁分類、 桁分類と同様にここでも、 検定と 検定の
結果、固定効果モデルが採択された。
桁分類、 桁分類、 桁分類のいずれにおいても、 検定と 検定
より、固定効果モデルが採択されたが、固定効果モデルでの推定結果は、下記
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